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本研究科の修士課程は、大学院設置基準第４条第４項にいう博士課程の前期２年の課程である。 

本学内特別選抜入試は、本学を令和９年３月末に卒業見込みの者であって、学業成績が優秀で本学

の教員からの推薦が得られる者を対象に、提出された書類・推薦書および本研究科で実施する口頭試

問により選抜を行う。 

 

Ⅰ．募集専攻 ・ 募集人員 

エネルギー社会･環境科学 専攻 若干名 

 

Ⅱ．出願資格 

１．本学に在籍する学部生で、令和９年３月に卒業見込みの者 

２．エネルギー科学研究科エネルギー社会・環境科学専攻での学びを強く志望し、合格した場合は

必ず同専攻へ入学することを確約する者 

注意事項 

本学内特別選抜入試で合格した者は、令和８年度に行われる他大学・他研究科および本研究科修

士課程の他の選抜試験に出願せず、エネルギー社会・環境科学専攻へ入学すること。 

なお、本研究科における基礎科学専攻修士課程特別選抜および応用科学専攻修士課程特別選抜と

の併願は認めない。 

 

Ⅲ．出願書類等 

1. 入学願書 所定の用紙 

2. 成績証明書 成績証明書は最新のものを提出すること。 

3. 志望説明書 これまでの学修・研究の経過、志望動機、入学後の抱負などを A４判２枚 

以下にまとめたもの（様式随意） 

4. 推薦書 本学の教員が添付の様式(所定の用紙)に従って作成し、厳封したもの。 

5. 在留カードのコピー

(外国人留学生のみ） 

両面のコピーを提出すること。 

6. 入学検定料（※） 所定の用紙(国費留学生は不要) 

入学検定料３０,０００円  

振込期間 令和８年５月２９日（金）～６月４日（木） 
 

（振込方法） 

①「京都大学 WEB決済システム」から必要事項を入力し、入学検定料を支払うこ

と。 

京都大学WEB決済システム：https://kjs3.gakusei.kyoto-u.ac.jp/s-m-tokubetu2026  

②「検定料支払いおよび申込内容の確認」画面から「収納証明書」を印刷し、出

願書類と合わせて提出すること。 

  

※京都大学総長が指定する災害による災害救助法適用地域において、主たる家計

支持者が被災された方で、 罹災証明書等を得ることができる場合は入学検定料

を免除または返還することがある。対象となる災害及び要件については、京都大

学 ホ ー ム ペ ー ジ ( 「 入 学 検 定 料 の 免 除 に つ い て 」

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/admissions/fees-exemption )を参照すること。 

詳しくは、令和８年５月２２日（金）までにエネルギー科学研究科教務掛へ問い

合わせること。 
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7. 受験票送付用封筒 所定の封筒  受験票を受け取る居所の郵便番号、住所、氏名を明記のうえ、 

３２０円切手をはること。 

8. 連絡受信用シール 所定の用紙 「合格通知等送付用」には令和７年７月の、「入学手続書類送付用」

には令和９年２月末の連絡先：郵便番号、住所、氏名を明記のこと。住所変更が

あった場合は、速やかに届け出ること。 

注：いかなる場合においても入学検定料の払い戻しには応じない。 

 

募集要項の請求 

  募集要項及び出願書類を郵送で請求する場合は、５１０円切手を貼付した返信用封筒（角２サイ

ズ）に住所・氏名・郵便番号を明記したもの）を同封のうえ、「エネルギー科学研究科エネルギ

ー社会・環境科学専攻修士課程学内特別選抜入試募集要項請求」と朱書し、出願書類等提出（送

付）先に請求すること。 

 

Ⅳ．出願手続 

１．出願者は、出願書類等を下記の出願書類等提出（送付）先に提出又は郵送すること。 

２．郵送による場合は、封筒の表に「エネルギー科学研究科エネルギー社会・環境科学専攻修士課

程学内特別選抜入試願書」と朱書し、必ず書留便とすること。 

 

【出願書類受理期間】 

持参の場合：令和８年６月４日（木）午前９時から午後５時まで。 

郵送の場合：必ず書留郵便とし、令和８年６月４日（木）午後５時までに必着のこと。 

ただし、令和８年６月１日（月）以前の発信局消印がある書留速達郵便に限り、期限

後に到着した場合においても受理する。 

 

【出願書類等提出先】 

持参の場合：エネルギー科学研究科事務室（総合研究８号館１階）に持参すること。 

 郵送の場合：〒606-8501  京都市左京区吉田本町 京都大学大学院エネルギー科学研究科 

ＴＥＬ 075-753-9212 (直通) 

 

Ⅴ．入学者選抜方法、日程及び合格発表 

入学者の選抜は、出願書類の内容及び口頭試問の成績の総合的評価により行う。 

口頭試問は、次の日程によりエネルギー科学研究科において行う。 
 

月日 

専攻 
７月１日（水） 

時 間 試験科目 

エネルギー社会・環境 

科学専攻 
13:00～15:00 口頭試問 

注意事項掲示日： 試験室及び受験に関する注意事項は、受験票と同時に送付するとともに、 

エネルギー科学研究科事務室前（総合研究８号館１階）に掲示する。 

 

合格発表日 

令和８年７月９日（木）午前１１時 

エネルギー科学研究科掲示板に掲示するとともに、本研究科 HP(https://www.energy.kyoto-u.ac. 

jp/)に掲載する。併せて、合格者には「合格通知書」を郵送する。（電話等による問い合わせには

応じない） 
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Ⅵ．受験票 

受験票は提出された所定の封筒により出願後１週間程度で郵送する。 

 

Ⅶ.入学手続 

合格者の入学手続の詳細については、令和９年２月末に郵送により通知する。 

 

Ⅷ．入学料及び授業料 

入 学 料   ２８２,０００円 （予定）【国費留学生は不要】 

＊入学時に改定されることがある。 

授 業 料   年額  ５３５,８００円（予定）【国費留学生は不要】 

＊入学時に改定されることがある。 

＊在学中に授業料が改定された場合には、改定時から新授業料が適用される。 

 

 

Ⅸ．注意事項 

１．障害等があって、受験にあたり特別の配慮を必要とする者は、出願に先立ち電話等で申し出る

こと。 

２．出願手続後は、いかなる事情があっても出願書類記載事項の書き換えはできません。 

３．出願書類等に記載された個人情報（成績判定に関する情報を含む）は、①入学試験の実施、②

入学手続、奨学金制度等、③入学者の受入準備の目的において、「京都大学における個人情報

の保護に関する規程」の定めるところにより取り扱うものとする。  

 

Ⅹ．受験要領 
 試験方法の詳細は、以下のとおりである。受験者は、本要領に従い受験に臨むこと。 

 

口頭試問：当専攻において学修・研究を進めるために必要な適性について評価する。 

 

 

◎募集分野一覧（志望できるのは一つの分野に限られる） 

願書の志望分野の欄に分野記号を記入すること。 

分野 

記号 
研   究   分   野 

 

S－1 社会システム工学、エコプロセス、環境材料、エネルギー・資源の有効利用と評価、エネルギー・環境教育 

S－2 エネルギーシステム工学、エネルギー・金属資源学、持続可能性、ミクロとマクロの視点融合、社会受容性 

S－3 バイオエネルギー、バイオケミカルス、熱分解、ガス化、超臨界流体、バイオエタノール、バイオディーゼル 

S－4 ヒューマンインタフェース、拡張現実感、情報行動計測、知的生産性評価、環境配慮行動 

S－5 大気環境科学、エアロゾル、有害大気汚染物質、環境動態、環境影響評価、環境浄化、機能性多孔質材料 

S－6 エネルギー政策、原子力エネルギー、エネルギー安全保障、核セキュリティ、核不拡散、ベストミックス 

S－7 
マテリアルズ・インフォマティクス、材料科学、核燃料、熱電材料、エネルギー社会教育、災害科学、地震ハザ

ード評価、防災戦略 
 

 


